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つどえ～る！ 

 
 
○ はじめに    
 

古河市は茨城県の最西端に位置し、東京から
６０㎞圏内にあって、首都圏の影響を強く受け
ながら人口や産業の集積が進んできました。 
江戸時代は城下町、日光街道の宿場として古

くから商業を中心に発展し、今でも多くの社寺
が残り、貴重な文化財や歴史的なまちなみが当
時を偲ばせています。 
その一方で、近年のモータリゼーションの進

展等に伴う中心市街地の空洞化、商店街の衰退、
人口の減少や高齢化の進行などが、深刻な問題
となっている。 
また、地域の活力が停滞することは、住み良い

地域社会の形成や、心ふれあうコミュニティー
づくりという点からも、見過ごせない課題に
なっています。 
 

○ まちづくりネットワークの発足 
 
  『ＮＰＯ法人まちづくりネットワーク』は、三 
 桜工業株式会社が東京から古河市へ本社を移転し 
 たことをきっかけに、～まちづくりに関する諸活 
 動、環境保全、社会教育活動を通じて、社会に寄 
 与すること～を目的として、2000年4月に設立さ 
 れました。現在、学習活動や環境保全活動、新技 
 術の活用を通じたまちづくり活動に取り組んでい 
 ます。 

  
○ まち育て 
 

ＮＰＯ法では、１２の特定非営利活動分野が
定められており、まちづくりネットワークでは
その中から、次の３つの分野で継続的活動をし
ています。 

 

 
これらの活動をとおして、市民・企業・自治体・

公的機関とのネットワークを大切にし、市民や地
域、自治体のニーズをとらえ、これまでのまちの
良い所を活かし、これからのまちをさらに発展さ
せていく、『まち育て』を推進しているところで
す。  
 

○ まちネットの活動 
 
 ⅰ） 社会教育の推進を図る活動では、「高齢社 
  会対応セミナー」、「環境セミナー」、「情報 
  処理セミナー」などの各種コミュニティーカレ 
  ッジを開催して、市民の皆さんと知識の共有化 
  を図っており、講師の適切なアドバイスが受講 
  者の好評を得ているそうです。 
   また、完全学校週休５日制の実施に伴い、古 
  河市教育委員会は生徒が有意義な休日を過ご 
  すことを支援するために、「土曜学校」の制 
  度を創設しました。その中で、まちづくりネ 
  ットワークは、昨年に引き続き市内の３つの 
  中学校で年間１８回のコンピューター学習を 
  お手伝いしています。生徒たちは自ら積極的 
  に学習し、質問も活発に行われて、熱心な学 
  習会になっています。 
 

 ⅰ）社会教育の推進を図る活動 
   公共施設でコミュニティーカレッジを

開講します。  
ⅱ）環境の保全を図る活動 
   循環型社会づくりに参画します。  

ⅲ）まちづくりの推進を図る活動 

   身近なまちづくりに参画します。 

 まちづくり団体の取り組み 
 ～こんなことやってます～ 
 

 地域との共生 

「ＮＰＯ法人まちづくりネットワーク」（古河市） 
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ⅱ)  環境の保全を図る活動では、古河市の「香
りのまちづくり事業」に参画し、市民の皆さ
んと連携を図りながら、ハーブの商品開発の
ネットワークづくりを進めています。 
今年の１月１７日には、水戸植物園園長の西

川綾子さんによる「ハーブのある暮らし…ハー
ブの栽培とその利用」と題した講演会が行わ
れ、ハーブの歴史やその種類、特性、育て方、

 

  

 「古河市の土曜教室」 今年度の第１回学習会が、４

月１９日に古河３中で開催されました。  

 環境にやさしい乗り物 

    「電動自転車」によるまちづくり 

 

 －まちネット・ハーブ友の会・古河市共催－ 
「香りのまちづくり講演会」 講演中の西川先生 

ⅲ)  まちづくりの推進を図る活動では、環境庁
や古河市が推進する自転車による町づくりに関わ
る方策を推進しています。具体的には、環境の保
全と中心市街地活性化ための電動自転車の利用推
進に、古河市とタイアップして活動を展開してい
きます。 

 ○ 地域との共生   

今後はＩＴ化などによる情報交流がさらに
進んで、いろいろな考え方や制度が生まれ、選
択肢が数多く増えることが予想されます。 
私たちはその中から、自分の責任において、

その選択肢を自由に選ぶことができる時代を
迎えつつあります。 
まちづくりネットワークでは、こうした多様

化時代に役立つ知識・環境・文化の情報を提供
し、共有することを理念とし、これからも『地
域との共生』を常に考えて、まちづくりを進め
て行く予定です。 

  理事の小池さんは、「高齢社会・循環型社会・
情報化社会への対応がこれからのキーワード
であり、この３つのどれが欠けてもまちづくり
はできないと思っている。今後は広報活動にも
力を入れ、広く一般市民にも参加していただ
き、さらに活動を充実させていく必要がある。」
と、まちづくりにかける意気込みを話してくれ
ました。 

          （編集委員 Ｈ.Ｋ＆Ｔ.Ａ） 
 

 問い合わせ先 
まちづくりネットワーク   理 事 小池貞三郎                              
所在地 茨城県古河市鴻巣７５８
T E L      0280(33)1141 
e-mail     koike@sanoh.com 
U R L     http://www.koganet.ne.jp/machi/ 


